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我 國.化 學 界 の 囘 顧 談

理學博士 大 幸 勇 吉

我が京都他學談話會 の例愈で論演せ よ との事であ

9ま したが近頃の化學に就ては著 い方 々に私 からお

話 ナ る準備があUま せん から老 へは とか く昔話 を し

て若い滑 に鍛はれ るや うであ むiす が上幅 りや うな

題で少 しくお簸 をナ ることに致 し霍 した.

私は明泊二十二年 帥ち今 か ら四十八年 前に帝 國大

醍理科大雌 の化學 科に入學 して化學 の修業 を始めな

のであ りまナか らその頃か ら今 日に至atで に我國

の化學界の田來環 の私 の肥憶 に覆 つてゐ るもの を少.

しx3aし たい と恩ふ のであ93.す ・御 參考 までに ち

ょっ と111上げて置 きますが東京大學 が明泊十九年 に

帝 國大學 と改 ま り.而して明治三十年 に東京帝國大學

とis9宏 したので私 の在景の頃はた ℃帝 國大學であ

つたので あ リ羣す.私 は純正化學特に物理化學 を專

攻 致 した ものであ り虫すか ら私 の囘顧談は 薗然 そ.aし.

.に關降す るζとが多 くな りま して純正化學の中で も

有槻化學 の方面や 玄た昭 用化學 農囈化學な どの方面

に就てはA!Niが あ まりあ りませんか ら此の點 を豫 め

御承知 を願つてお きます・私 が化學 界に首 を.xn韋.

した とtよ りも以前の事柄でd話 の都合上引合 いに

出 しまナか ら此の點 もお合み置 きを願い ます.

前 置 きが大分長 くな りま したが これか ら本題r:入

ることに致 しまナ・明漕十年 に初め て理學士の化學

者が3人 田來 ました・ それか ら明油十九年 に至.る十

ヶ年鬧に48名 の化景 の理學 士が田來 ま したが明漕二

十年 か ら二十九年 に至 る十ケ糊 にはそれ が13名 し

か田來 てゐ 雲せぬ・こわ は明治十九年 まで は東京六

昂 には工箪部が な(て 理學部の巾に工學部 に屬 ナベ

き箪科 もAnaし て工科的 の化摩に趣 味のあ る.方で

も理學部 の化學科 に入 つて痩學士 とな らオしたので あ

りますか ら明治十 九年 に理母部 から工科的 の學科 が

分かれて工科大昂が風來 る以前 の理母 士の化學者 は

その以後 よ りも多かつた ことと存 じま.ナ・十元年以

前 の卒粟 の48名 の化學め理學 士中で今 日.徇12名健在

であ.りまナが其の中に2F賀義 美 ・高松豊 吉 ・中澤岩

太・石藤腸太・梱[田豐橘 な どの工學薄士で工業化學b

大冢が贋られ 雲すが ζれ瞭め方 々は皆理學部 出身.あ

理拳 士で あるのであ りまナ・お籖い方 の中には.ζの

事 を御 存知 ない方 も多ぬLらうか と存 じまナ・

現滑十九年 に帝 國大學令が出 まして東京大學が帝

國大拳 と成n理 學 部は遜科大醗 と戍 り現 挙部の一部

.と工部大學校 とが合併 して工科大摩 が出來て其處に

應用化學科 が成立 しま した・理學 部時代で も明怡十

七年 と十八年 の卒業生は三吊年に なつて純正化昂科

と塵用化學科 とに分かれたのであ りま したが此の二
.
ケ年 聞の卒業 生では慮翔化學科 の横地石太郎君が唯

1人 健崔で あ り雲ナ・明泊二十年 にも二十一・年に も

理科大 箪の化學科 には1人 も卒業生はなかったので

あ ります・二十二年 には池 田菊荷,小 川正孝 の爾需,

二十ヨ 年には羽 田清 八・市 岡太次郎・堀池彌太郎 の三

.君が卒業 され ま したが この五氏 の('1で喉市岡看のみ

が釘健在であ ります・二十 四年 に も1人 も卒寨生は

な く.面.して二十五年 に私が一人卒乘 したのであ.り.ま.

した・工科大墨の應 川化學科 の卒藁生の数 も濫時は

大鐙 この程度であ りま して,慮 用化學科 の工摯士は

二十 二年 に4人,二 十三年 に1人,二 十四年 に2人 と

いふ有襟で,二 十五年 には珮科 の化墨科 と同濠に近

醸 會吹郎君喉1人 であ9#し た・近咳霜は明滑十七

年 に科 と一緒 に大學 微備門 に入學 した方であ9ま し

たが氈に散人で あ ります・一一年 間に大吊 を田る化箪

者の教はかや うな3び しい ものであ りま したが寄時

我が國の事情 では これで十分であつ たのであ りませ

う・或 は これ で も過剰で あつた位 かも知rinい ので

あ ります・小 川正孝 君は後に東北帝圃大摩の緯艮 と

な られ た方であ りますが二十二年に卒業 きri二十三

年 か ら大分長い間静 岡のゆ橄 の敬論 を勘めてをら

.れたのであ りま した・またその頃慮 用化酬の工學士

で就職 口ぶ なくて困つてゐ らiiた方があつた ことを

.私は紀憶致 しrじを りま.ナ.

その頃帝國大學以外に化學 に關係あ る卒粟生 を田

した.學校 は札幌農學校,東 京 の淺草にあつ た景京工

業學校,私 立 の攣校では東京物理學校 戸京都の向.憲

鷲 の ハ:リス理化學校 位 しか私 はr憶 して をりませぬ
..明治三十年頃 カガら.大辱緊り名 を冠 した化孳者養威所 が

諸所 に出來 ま.した。私 の氣付いた ものを學げて見 ま

ず.と,明?白三十一・年 に京郁帝國大攣 の化攣科及び工
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業化學科,四 十年 に北海道帝隅大阜 の農藝止學科,

四.1二画年 に東北帝 開大學1.こイe學科 ガfT_lu州 帝國大

墨 の應 用化學科,.大 正 ぺ年 に楽北帝 園大學 の化摯工

・ 學科f7h'1=に 早御 ・次 學の踟1碎 科,† 年に九州

帝 園大學 め農藝化學科,十 三年 に京都帝園大學 に農

1靴 學稀 昭和三年 に鄭 に峯締 國大騨 創立 さ

れ τ理.農墨部が出.來て{ヒ學科翠 び農藝化學科 が設 け.

#k,そ り後又北海潭啻國大壌 に規ξ&部が新 設 訓 し

化學 科が出來 ま;した・今茲 に農學 關係の化學科 の創

立.め.ζ..とを建 べま.したか.らそφ以前 に遍っ て東京大

學.の.農辱≒部賑愕…ρ こ.≒.を:附芦せねば な.らな くな.リま

したガ策京帝園大學g農 學部は明治 二一ヒ三年 に東京

農騨 探雄 科木概 坏 鱗 した.ものであ膝 す

が,農 蔓化學踊篏ρ卒業掴 ‡六學.に.会併以前 の明治

十 六年 に初め てill.てをるや.うで あ:.リまナ.

學士.會月報 り.四月號 に六つの帝 國大學 り新卒業 生

の馬 名が舞つ て㊧.ま.ナふ与所穿 と.本年 とに於 け る理

學部 と.工學 部 とη化學 の卒撫k磁 へて雕 レた炉
'覬 學部ば

それ ぞオ・s咤 と.83名,工學部 はそオ・slv105

名 と1.02名.とであ り霍 しr_..五十年許前 には大學 を卒
'業 す.る繞正蕪 に曄 用め隼學者 は毎6F2-3名 の程度で

あ..り1ま1した.ものが,n「1で は鰯 ド200名足らず になつ

た.ので あ り玄す・

今.H.で13:何軍科大學 ・高等工業學校 ・中學程度o工

業畢校.な1ど4國 に左っz多 數設立:さ鎚,年 々多鍛の

化峰關1系の卒黎 生を幽 しTを り.まナ・大學程度 か ら

巾學稚度.に至 る.雲でρ學校 か.ら至F 耻々會へ逾.り0け

化學者 の穀 は非常aも ので あ りますが雫れで も.昨今

化學 工業 が非常=な勢で發展.しつ 丶あ蚤 結果.として化

學 鮴 の卒鵜 め4・目の躱で は鰯 要 を充たナに足

らな.いや.うに承つて.を1丿羣.す・過ヲ≒五十年許 「つ聞1こ

我 ぷ國の.化學界φ發 展は贄rミ置歎すべ きものであ り

まナ.

上に建べ ま したや うに化學闇係ゆ歎 育棲關が大い.

に碧設.3ivま した.と.同時に化學 に開ナ る研究所が多

殿に設立.さ$Lまレた・.ちよつ と.嵩付いた ものを調 べ

セ看奮=1した⇒㍉.1現治三一f="Yに 東京工業試驗所,三 十

七鋼.こ六煢省の齪輩試駒所ジ大 正軍年 に東北帝國大

學.の金勵材料研究所,同 六年に財團法人理 化學研究

所,一七=1:大 醸工粱試驗解韮に鋼 ミ鰍:称 入 年 に陵.

軍科學 研窄所ヴ〆Fに海軍火藥廠研 究所,十 託年に京

.榔 帝園穴學め化學醤 突厨,、侮.こ払等ρ外に.陵翆省:・.

海軍省,農 林省 ・:商‡省r海 償省,鐵準省.な三ど仁.も種k

}
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り研究機關.カ{出來 て奪.砂 であ りまナカ㍉.二れ等を

列畢す る:こ.とは省略致 します,ま た各府縣 に工 業試

験所`工 彙研究所 な.ど..といふ ψ 力鞍 立 さオ岐 して

化學に關係.の研究が種 々行 はれ てを.蚤のであ りま.す

近年 また三井 ・三菱 ・住亥・三共'武 画興 の他數多の貴

業家が種 々.な研究機雛 を設 けま して,.民 間κ於 て 屯

化學 に瞞係.ρ研 究が種 々熾んに行 はれ てをbま して

橢 の成縦峰 つて をるので あ り討 ・近X7112'官界

に於 て も.實難界に於 てて も研究φ必要が大分齧 め.ら

iして來 たや うであ りますが・聟業界また球 官瞳 な ど

でi‡班 究 など.に費雕 廊 ・よ りもク膕 での研 究結果

の特許 擢 を買つた方が近蹟 じやないか と公言 す る・者

もあ ろや・うに聞及ん.で.をり..ますから米國の.r,.r:・研

究所で.ク出 リツヂ緯士や ラング ミユ ーア博士 などが

やつ てゐ.るや うな蹴1域 官 界や民聞の或研蛎 で

は禾だ實行 は困蕪であ らうか と思は老』るのであ りま

して我 が國家 のため.蘰だ遘憾 な次.第であ ります.

今Hで 倖學校うく.その以外にi&Wの 研究所が田來.ま

した抵 學校及び官公立 の研 究所矧 工研究費渉貧弱

であ.りましY,mふ や.う.な研 究を遂行ナ うに圃難 を惑

じて奪 る所 も少 な くないrPう であ ります・ 憲.た昆間

φ研究所 り多 くでは直 ぐに利釜めあ る見込が ない研

究はあ ま り許 され ないや うな有様 であ ウま して化壌

の發展 のた.めには}iに 殘念 な.ζとであ り窯ナ嘆所が

五一六年曲 に學術振興會が成立 しまして研究費 を補

助 ナ ること1.二な.りま..しで實 に精構な ことでわ ります

が殘念 なが らこれ も亦財源が不十分であ リtt:?fidiuJi

す る方両が.1.卜々廣 い.ので十分 な補助 を致.し兼ね る肌

況であn.ま す.樹 帝 闡學士院 からも観究費の葡助 を

少kな が ら..興^てを り.月.つまた有釜 なる研 窄に對す

.る補助はそ.ρ錫遁 に黙 じて他の機開へ研 突釁楠助
.を

推翦致 して.を9ま す・.ま.た服部・三井 な.どの寅業界り

財厠か らもでヒ學研究費 の補 耳りを支吽1さ:1しるζと「こな

っ てを リ.ます.上 蓮 ρや う.な有樣であ りますから研

究.の題月が學術」減 は工粢.1=r;立汲 な.もりであ りま

して零.な研究者が そ.の研究 を.縡行す.番に十分 な.φ能.

力があ ると.認め ら.オし.ました場合 には.その研究費φ補

助 を受 け るこ と.はあ 玄.ウむつか しい ことでli.な贄 の

であ.り:.まレて私共ゆ轍.畤 代 に牝べ 京すオしばxに 結.

構.なこと.になつ≧次第であ.り..玄:す・

次 に我國の化學敏育 に就 て少 しく繆 顧 して看 ませ

.う・.我園 ρ化學 り發展 は英闥φイjr髴な化學者 ヰ丿予.

1..ソ..ン教授に負ふ灰が少 なか ら..な.いや.うに、昏はオし.霊
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す.ヰ.リ ヤム ソンはア ルコールか らヱーテルオ{田.來

.る反 應り.理論 を提出 詔 レた ことで最 もよ く.知.らポ ζ

をる鞘 で あ ります・.弾 繍 の元勸であつ て御1

の伊藤隙文公P井 上弊侯.。1.ll足旃豆子等が藩 命に よ り

慈府の漿:を.犯し.て獣州に赴 かオしたのは ロン ドンに木

店があ リ横輩 に亥庸があつ た ジ.ヤーヂ ン ・マデ ソン

會杜の世話 で同赴 り矯 で渡航 されたので ああ.りま し.

て英國に於 てぱ同會瓧の顧 閏であつた」トリヤム ソン

教疑り御世 話にな らわ たりであ り羣 した・此等9?方

々.が其の後我國 の婆路に立つて泰 西の文化 を我.國1.こ

移植す.る.た.め酉洋 風の教育 を感 んにす ろこ との.蟒要.

を認め られヰ リヤ亠 どン.敏授 に教 晦の選擇 を.依頼.さ

わ 犁のであ りま した,同 教授はそ}tsitの 専門家 と

協議.り上で適rnな 學者 を我國に推畢 さオ.レた.のであ り

ま.してそれ等 の學者は皆立派な方々であ り咲 して我.

國の種 々.の方面の發逹 に.大いに賛獻 されたのであ り

宏す.そ のll1で化學 に飜 してはヰ リヤ亠 ソン敏侵 は

「ま分 り幼手のア トキ ンソン博士 とフランクラン ド教

授の助手 のダ イプー ス博士 を推 畢 さ起たのであ りま

.した ・デ1・キ ソン博士 は明治七年か ら十四年 ま.で」}肖..

成學校後 の東京大學で化墨 を教授 せ.られ,ダ ィザー

スhit士は明泊六年 か ら十九年 ま.で工部大學校 に於 て

イヒ學 を教擾 さオL…したがゆ亅淨十九年に工部 大辱」校が

m京 大學 に合併 して帝 國大學がw來 た と き帝 國大傑

理科宋媒 の教 師 とな ら才レ三・i・二年に欝國 き恥 るまで.

理科大學 に於 て主 として無機化學 を教授せ ら葬 たの

であ りまLた が,熱 心 な る研究者であ りま して我臠

の化學 の發展にrtBf .きa.したことは少な くないので あ

ります・.痢京帝國火學 り理學 部化學教室 の前 の蓮動

tgi二面 した歩迸 の申央 に先 生¢》胸像が立 つて.をり..ま

すが今≒.日では先 生 を知iつてをる化學者 は拯 めて少数.

であ り.康す.

私 の恩師櫻 井錠二緯士は朋治九年 に英國 に留學 さ

オ.しま し一亡先生 も亦化學は ヰ リ$iソ ン敏授 に.師事 さ

れ.為のであ りま した・先生 は明泊引・四年 に歸 朝 され

.ま.して朿京大學 の理學 部で化學 り授 業 を揖需 さオしま

しT.dial:生は理譲化學 が化學者 に重墾 な二 とを.夙に

wめ.ら オしま.してこオしを大いに鼓吹 され たの.で.ありま
.
した・常時 は有槻化學 が化學 界を風臍 してゐ た時代

であ.リ.ま㌃して或方面り化學者 か らは岬 の異端 者ゆ

如.く騨 狆 たりで壱.り帥 たが先勉 恥 な碑

力㌃に 津.り噛…:.して理 諭イヒ學 或 ほ物 理 化學 の 原 理A;/q(IG

我 國r-pf遍 す るや うに.な.つたの であ り.ます ・

ayの.他 理 化 學 の創 立 者 の}人 と認 吾べ く,又 そ

η敏 育 篶 及 に鼓 も努 力 され ま した我 炉恩 師 ヲイ.プチ

ツ.巳大 學 の オ ス トワル ド敏 授 の教 室 に私 は.明治 一1';

年 の歓 か らニ ケ年 居.りま して》 三 十 凶年 か ら.三十fL

年 玄.で一 ケ年 間 ゲ.ツチ.ンゲ ン大 學 の恩 師 ネ.ルン み.F

先 坐の所 に 居 りま した.が三三十 五年.の夏 歸 朝 の暇 乞.に.

ラ.イプ チ ツ 匕,.こ参 リ才 ス トワル..トゆ先{ヒ に伴 はILrhl

市 か ら汽 車1時 間 許 の グ ロ スボ ー テ.ンの先 生 の別 莊.
「

LandlrmsEveraieへ 肇 り烹 した.汽東中で先隼i3 .ドイ

ツκ1よ
.夐頁月欝の勇巨㌧、舊ヤ}1匕學者⇒}多いカ:j物理イヒ學n

新學説 の署及は 中々むoneし 」・が1.1本は科學 に就て

は新 らしい國で あ る.から物理化躯 の新學読の普及は

・ドイツな どよ りも容 易:セあ ら う.と申 され 玄 したが事.

資その面.りで あ りま しY二 の物理化學 の新原癌が歐

米の所 謂先蓮 國よ りも早 く普通教 育に普疎 しd:つx

物i9!化學 の重要 なこ とが一般 に認 め ら#Lるや うに.な

つ.たのであ り玄す・ ζρ事に就 ては櫻井博士 とdr.に

池.田陣士 の功績 を認 めねば な.リ.ませぬ.池 田博士は」

明治 二二一卜三=SHiからi9亅泊ニイP九年.まで高等 師範學校1二

於て物理化學め新學設 を基礎 と.して化學 を敢畏.き.わ.

iNし て勅理化學 の新串説 を會得 され.中等教育のdc'AN

を養成 され また明治三.1'年の頃物理化墨 め新學説 に

基け ろ中等教 育の化學教科畫.を著 さ.れ玄 して我國.の.

叫1等教 育の1ヒ學教霍隅1=弔 団理f匕agの原理.を加 唆する.

.ことの基礎 を置かれ たの であ ります.

3:r.化 學 蔚 の厠犯で ある化學會 の.こtr一二.就て少.し

く建べ るこ とに致Lま ナ・此頃 では化學.に.臨係あ る

學會 ・.協會 などは急'.こ.激へ るこ.とも斑來 ないほ.ど澤

rl.1あ.り.ますが今か ら五十年許前 では學會 の敷は梯:.く

少 しで あ り言 したが;そ れで も實 にさび しい もので

あつr_hあ9:す.眄 本化墨曾は舊は東京化學會.

.tい つて明治十一:,:の鏑立であ.り.まして我國 では.最:

も早 く.出來た學會 ではないか と愚ふの.Yあ りま.す.

少.な.くとも化學 に關係す.乙もりでは最初 の.もので あ

る.ζ.と.は確 かであ りま.す・化學.に槲係あ.る他の學會

では明滑十四年 に藥學會,.ニ ー1.・年 に農學會が創立.さ

考しS.した.毎 の頃にに東京化學會にほ純正イ蹕 考は

勿諞.のこと顧 用化學者 も薬化學 者 も農藝化學者 もそ

h;r:.な方 々likit.そ の會員であ りましたが.そオしで も

甚 だ貧弱な.も.の㌘あ りま して男治=㌃r一 年 の春 に.は
.正會 員が79名

,準會員が27名 で 合計 會貝は.106名r.;適

ぎな.かつたので あ リ.ます・一年 間figの 常會に於Vf

る演設 の総敷 を明治ニートー年 か ら三十年:ま.での分:を.
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鋼ぺ て見 ま した.所が最 も多かつたφ が二十二年oS24

佃 で母 も少 なかっr.の が二十穴年 と三十年 の11飼 で

あ り.$Lた.rasは 常曾に一人 な.りとも演設者 を得

ることが屡困躯で あ りま して庶務掛 はそ#vf得 る『な

め1こ大 いに猫 皀せねば な:らなn,つ たや うな冠是況 であ

りま..した・私は期滑三十遙Fの凶月力・ら愈誌 の編韓掛

.を引受け ましたが鋸r會「に於 け る演晩が今逑ぺたや う

な次 第であ りま したか ら毎月装行 め舎菖に一つの報
●

文 す ら.asることが騒颶延 であつ たのであ ります・そ

して雷 時にあつ ては粟京化學會誌 には純 正化學 。感.

用化串 噫 化酬 頗 化學 な どに騨す る論文 を載せた

のであnsし たが その少なかつ たことは上蓮の通 り

で あ.り.まナ..此 頃 の日本化學會 に報告 きtL.その會詰

に韓 るのは主喝 に純正化學 の論丈 であ ります がそれ

で も欝演の時間 を制限 した り論交は威 るだけ,簡 畢

にせ.ら.1レたいと注文 ナ ろな ど箕 に大彎な變 り方であ

ロま.ナ・需晦 の化學含 の年曾は午後の三時或 は四時

騨か ら始めfし て出嚀の會員は二…封`名程度 が普遖

,で あ レ.霍し.て而 して一 っか二つの潰設或は講義が.あ

つ.て.そ1・か.ら婁會 に移つたや うな有樣であ りました・

明泊 三・1'一年.に工藁化恥禽が創立 され ま した・我

國}こ於t1ヒ 樽～者.り唯 一の【醐體であつた東京イヒ學會が

今蓮 ぺ ましたや うなu況 であ りま したので 更に化學

者 の別り期腫が出來.ては東京化學會は釜 々蓑復 ナ る

一eあらう.と私Jk84g化 學 に鬪保の者は心配 したので

あ.り重 したが我waの 化辱』界は急遮に發展 に向つた轄

果 と融 し虫 して工藁化學會 も渠京化學倉後 めll本 化

學曾 も共 に大いに發展致 しま して,そ の後農婆化學

會 ・生化學曾,u他 化學 に堋係あ る種 々の學食や協倉

が創立 訓 峠 したが阿れ も釜 々鼓展 しつLあ ゐ襟 子

であ りま.ナ。iii化 學會 は五十年 許前 には會 貴の題

歓は100宿 程度であ り玄したが今Hで は1600名 稘度

に.なつてを ります弼 して工業化學會 の會員は㎜ 名

の程度で あ リ雲す・卩本 化學會・P工業 化學倉 り今 口

.の歌 況1寡化學 に閥俸のあ る方 々は よ く御承知 のこと

で あ りまナか ら私か らお話申上げ る必要はあ るまい

か と存 じます・

最 後に虞 島利行教 授の主宰 の下で網纂 訓 して を.a

日本化墨隠覧 によつて化昂界 の艇邉の一端 を見 るこ

とに致 し享す・眞 局敏授は趣 々の困難 を征服 し多数

ρ化學者 の援助 を啓明會 ・』購術擬興食 な どか ら財凄

上の櫨助 を得 られ て明油十年以後の我 國に於けa化

學 鋼係 の交厳 を蒐集抄録 して 日本化墨総鷺 といふ も

の を響韓 さオL倚引績 き最新 璽表 り分 を蒐薬分asし て

毎 月一凪 づL登 行 されてゐますので我岡 の化學者 は

多大 の便釜 を得 てをるのであnsナ.我 幽 の化季 湖

係 者は眞 島敬授 及びそり援助胡助者に對 して感 謝せ

ねばな りません・今明治二十二年,朋泊 囚t五 年及 び

昭;at#一 り約渇年 を隔てた三年に就 て丈獣 の個 敏 を

比較 して看 ま した・明泊二十一年には20:件 そオしか ら

約9.i年後 の明治四十 五年 帥ち大正元年 にはBO9件 あ

.りま してY14ffiに なつて を りi7 .こ れは ざつ と.激

へ たので あ りまナか ら多少の問邁はあ ることと存 じ

ま.ナ・ とれ等は.鮫年分 を一册 の中にま とめ てあ る程

度で あ りまナか ら件 鮫のartは 容易であ りま したぷ.

それか ら約2聯 陵の司 簿 購 嘶II+年 頒 一年分

が一册に なって をnま して件馼 を数へ るこ.とは界易

fi.ことであ りませんで したか.ら上起の約25年 を陥 て

た三年 り分 をそオしそaしの紙 敏で比較ナることに致 し

密した・明泊 二十一年分 は"4H.M四 十五年分は94

真で前の件毅 の通 り約a倍 になつて をります.一 昨

年 の分はUia頁r五 十年許蔚の約28倍 になつてを り

まナ.件 敦だけでは勿論正催 な朔断は山來雲せぬが

ともか くもこtL我 國 の化學 界の登辰のメ:なること

を輩i察す ることはw來 るであ りませ う.

以上蓮ぺま した ことは旦聞の侠い私が私 の賞弱 な
.書斎に

あ る材料 だけ に就 て少 しく取調べま しただけ

のことで,五 十年 許 の間 に於 け る我國の化母界の便

遷 を蓮べ ると しては笹だ不完 全な ものであったこと

を自白致 しまナ・下手 な長談義 を御清聴 下 さつた こ

とを謝 しY3・
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